
ご
あ
い
さ
つ

は
や
く
も
平
成
28
年
の

折
り
返
し
を
迎
え
、
私
の

政
治
活
動
も
6
月
か
ら
14

年
目
に
入
り
ま
し
た
。

私
の
目
標
は
、
江
田

島
市
を
『
行
っ
て
み

た
い
、
住
ん
で
み

た
い
、
恵
み
多
き

島
』
に
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
「
恵
み
多
き

島
、
え
た
じ
ま
」
に
つ
い

て
考
え
、
活
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
ブ
ロ
グ
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
日
記
）

で
掲
載
し
て
ま
す
の
で
、

是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
資
源
が
豊
富
で
広

島
湾
の
中
心
に
位
置
し
、

広
島
市
・
呉
市
に
近
い
地

の
利
を
生
か
し
た
『
島
づ

く
り
』
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
県
立
大
柿

高
校
に
サ
ッ
カ
ー
部
が
で

き
ま
し
た
。
現
在
、
6
名

の
部
員
が
い
ま
す
。

ま
だ
11
人
い
な
い
の
で

対
外
試
合
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
5
月
15
日
に
修
道
高

校
（
広
島
市
中
区
）
の

人
工
芝
グ
ラ
ン
ド
で
合

同
練
習
と
練
習
試
合
に
参

加
し
ま
し
た
。

大
柿
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

1
年
生
6
名
が
修
道
生
と

チ
ー
ム
に
な
っ
て
広
島
朝

鮮
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
と
練

習
試
合
。
（
左
写
真
）

両
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
交

流
が
続
き
、
修
道
生
に
も

江
田
島
市
に
来
て
も
ら
い
、

自
然
豊
か
な
環
境
に
触
れ

て
『
江
田
島
フ
ァ
ン
』
に

な
っ
て
欲
し
い
。

6
月
18
日
、
大
柿
高
校

の
教
員
・
生
徒
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

育
て
る
会
と
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
約
300
人
が
日
本

サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
無
償

提
供
の
天
然
芝
約
3
万
株

を
グ
ラ
ン
ド
に
植
え
ま
し

た
。
（
右
写
真
）

順
調
に
い
け
ば
9
月
に

は
利
用
可
能
と
な
り
、
地

域
の
方
々
も
利
用
で
き
る

そ
う
で
す
。

【
地
域
の

宝
】
と
し
て
引
き
続
き

応
援
し
て
い
き
ま
す
。

(1)

広
域
連
携
に

つ
い
て

①
広
島
市
と
の
連

携
中
枢
都
市
圏
形

成
に
つ
い
て

【
胡
子
】
広
島
市
と

連

携
協
約
を
締
結
し
た
が
、

実
施
主
体
で
あ
る
広
島
市

に
本
市
が
提
言
で
き
る
具

体
的
な
施
策
及
び
今
年
度

の
事
業
は
あ
る
か
。

【
市
長
】
提
案
し
た
施
策

と
し
て
、
「
公
共
交
通
網

の
充
実
強
化
に
向
け
た
検

討
」
、
「
職
員
共
同
研
修

の
実
施
」
、
「
み
な
と
オ

ア
シ
ス
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
広
域
連
携
に

ふ
さ
わ
し
い
案
件
が
生
じ

た
際
は
積
極
的
に
提
案
し

て
い
き
ま
す
。

【
胡
子
】
平
成
26
年
に
広

島
市
と
締
結
し
た

海
生

交
流
協
定
は
、
当
時
の

企
画
部
長
答
弁
で
こ
の
連

携
協
約
に
溶
け
込
む
と
あ
っ

た
が
、
市
民
に
分
か
り
易

く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
企
画
部
長
】
連
携
協
約

は
24
市
町
の
広
域
的
な
も

の
で
、
交
流
協
定
は
広
島

市
と
の
2
市
間
の
柔
軟
性

の
あ
る
も
の
で
す
。

【
胡
子
】
連
携
協
約
で
は

広
島
市
と
の
2
市
間
で
既

に
取
り
組
ん
で
い
る
生
活

航
路
補
助
（
三
高
航
路
）

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

少
子
高
齢
で
利
用
者
減
に

よ
る
単
な
る
赤
字
補
て
ん

の
連
携
で
な
く
、
24
市
町

の
市
民
・
町
民
が
江
田
島

市
に
来
る
交
通
手
段
と
し

て
の
連
携
協
約
と
思
う
。

広
島
市
に
限
れ
ば
119
万
市

民
の
1
割
が
利
用
す
れ
ば

往
復
で
23
万
8
千
人
。
交

流
協
定
も
含
め
て
航
路
維

持
の
た
め
2
市
間
の
具
体

策
は
あ
る
か
。

【
市
長
】
公
式
の
議
論
に

は
挙
が
っ
て
な
い
が
、
広

島
市
長
と
は
い
ろ
い
ろ
話

し
て
い
ま
す
。
民
間
事
業

者
が
（
将
来
的
に
）
航
路

維
持
が
難
し
い
こ
と
を
伝

え
た
と
こ
ろ
、
広
島
市
長

が
中
国
運
輸
局
に
新
造
船

建
造
に
つ
い
て
公
的
な
支

援
が
で
き
る
仕
組
み
が
な

い
か
申
し
入
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
（
現
在

進
行
中
で
す
）

【
胡
子
】
連
携
の
な
か
で

お
互
い
の
市
町
を
知
る
た

め
に
人
事
交
流
が
必
要
。

具
体
的
な
取
組
は
。

【
企
画
部
長
】
具
体
案
は

今
な
い
が
、
連
携
協
定
に

圏
域
内
職
員
人
事
交
流
研

修
事
業
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
取
り
組
み
ま
す
。

【
胡
子
】
江
田
島
市
は
限

ら
れ
た
職
員
数
。
江
田
島

市
に
と
っ
て
必
要
な
分
野

に
人
材
豊
富
な
広
島
市
と

の
連
携
を
含
め
、
切
磋
琢

磨
し
て
く
だ
さ
い
。
広

島
広
域
都
市
圏
発
展
ビ

ジ
ョ
ン
（
広
域
連
携
）

は
200
万
人
維
持
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
。
江
田
島
市
の

総
合
計
画
や
総
合
戦
略
に

と
っ
て
も
不
可
欠
な
連
携

で
あ
り
、
一
構
成
員
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

②
呉
市
と
の
今
後

の
連
携
に
つ
い
て

【
胡
子
】
呉
市
は
4
月
に

中
核
都
市
と
な
り
、
連
携

中
枢
都
市
圏
を
視
野
に
入

れ
て
い
る
。
今
後
の
連
携

を
ど
う
考
え
る
か
。

【
市
長
】
古
く
か
ら
市
民

生
活
に
お
け
る
相
互
の
往

来
が
活
発
で
あ
り
、
医
療

や
ご
み
処
理
等
の
行
政
面

で
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

呉
市
を
中
心
と
し
た
圏

域
の
形
成
に
向
け
た
協
議

は
始
ま
っ
て
な
い
が
、
積

極
的
に
取
り
組
み
、
市
民

生
活
の
満
足
度
の
向
上
や

交
流
促
進
を
図
り
た
い
。

【
胡
子
】
広
島
市
の
連
携

中
枢
都
市
圏
に
呉
市
を
中

心
と
す
る
都
市
圏
が
含
ま

れ
る
。
2
つ
の
中
心
都
市

（
広
島
と
呉
）
の
交
通
整

理
は
ど
う
か
。

【
企
画
部
長
】
広
島
は
大

き
な
も
の
（
山
口
県
の
市

町
を
含
む
24
市
町
）
、
呉

は
小
さ
い
自
由
度
が
き
く

エ
リ
ア
。
広
島
は
山
口
県

ま
で
エ
リ
ア
が
あ
り
、
呉

よ
り
東
側
と
の
繋
が
り
が

な
く
、
呉
を
中
核
市
と
し

た
都
市
圏
を
構
成
す
る
こ

と
で
効
果
的
な
連
携
の
可

能
性
が
あ
る
と
呉
市
は
考

え
て
い
る
。
江
田
島
市
と

し
て
も
一
緒
に
や
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
胡
子
】
呉
市
と
消
防
行

政
の
連
携
を
検
討
で
き
な

い
か
。
（
消
防
行
政
研
究

会
の
立
ち
上
げ
）

【
市
長
】
消
防
広
域
化
は

こ
れ
ま
で
国
・
県
が
進
め

て
き
た
。
県
内
の
各
消
防

本
部
で
協
議
し
た
が
メ
リ
ッ

ト
が
な
い
と
し
て
、
そ
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

【
胡
子
】

消
防
本
部
庁

舎
の
建
替
え
問
題
、
鹿

川
出
張
所
の
老
朽
化
を

ど
う
対
応
す
る
か
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
り
、
い
ろ
ん

な
可
能
性
に
つ
い
て
研
究

し
て
く
だ
さ
い
。
江
田
島

市
の
課
題
の
一
つ
と
し
て

呉
市
と
意
見
交
換
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

呉
市
の
局
地
的
な
地
域

（
倉
橋
島
）
と
の
連
携

（
オ
リ
ー
ブ
、
牡
蠣
、
ト

マ
ト
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、

チ
リ
メ
ン
）
も
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

③
２
つ
の
架
橋
構

想
に
つ
い
て

【
胡
子
】
国
・
県
等
へ
要

望
・
提
案
活
動
を
し
て
い

る
広
島
湾
架
橋
構
想
及

び
津
久
茂
架
橋
（
仮
称
）

の
具
現
化
は
重
要
課
題
。

今
後
の
要
望
活
動
を
ど
う

展
開
し
て
い
く
の
か
。

【
市
長
】
毎
年
、
広
島
県

島
嶼
会
（
島
嶼
会
）
や
広

島
県
中
央
地
域
振
興
協
議

会
（
中
央
審
）
の
施
策
提

案
の
機
会
を
活
用
し
、
要

望
し
て
い
る
が
前
向
き
な

回
答
を
得
る
ま
で
に
は
至
っ

て
な
い
。
構
想
実
現
に
向

け
た
動
き
は
容
易
で
は
な

い
が
、
今
後
と
も
粘
り
強

く
提
案
を
続
け
、
具
体
化

に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

【
胡
子
】
広
島
・
呉
・
江

田
島
の
3
市
に
よ
る
要
望

活
動
は
ど
う
か
。

【
市
長
】
県
選
出
の
国
会

議
員
ま
で
は
要
望
活
動
し

て
い
る
が
実
際
に
は
国
ま

で
は
届
い
て
な
い
。
呉
は

中
央
審
・
島
嶼
会
に
加
盟

し
て
い
る
の
で
可
能
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
広
島
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
機

会
が
あ
れ
ば
長
年
の
夢
で

す
か
ら
訴
え
て
い
き
た
い
。

【
胡
子
】
広
島
を
中
心
と

し
た
24
市
町
の
連
携
で
は
、

江
田
島
市
は
中
心
的
な
位

置
に
あ
る
。
広
島
湾
架
橋

は
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
す
が
、

津
久
茂
架
橋
は
江
田
島
市

が
「
Ｙ
の
字
」
と
い
う
特

殊
な
地
形
で
あ
り
、
4
町

を
循
環
す
る
た
め
に
は
必

要
で
す
。
音
戸
・
倉
橋
を
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含
め
た
半
島
活
性
化
に
お

い
て
も
重
要
で
あ
り
、
引

き
続
き
広
島
・
呉
・
江
田

島
の
3
市
で
国
・
県
へ
の

要
望
活
動
が
実
現
で
き
る

よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。

(2)

公
契
約
条
例

制
定
に
つ
い
て

【
胡
子
】
千
葉
県
野
田
市

が
平
成
21
年
に
全
国
で
初

め
て
公
契
約
条
例
を
制
定

し
た
。
全
国
建
設
労
働
組

合
総
連
合
会
の
調
べ
で
は

今
年
4
月
現
在
、
公
契
約

条
例
を
施
行
す
る
自
治
体

は
17
市
区
。
本
市
と
し
て

公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

【
市
長
】
建
設
工
事
入
札

の
「
最
低
制
限
価
格
制
度
」

や
「
総
合
評
価
落
札
方
式
」

の
試
行
導
入
な
ど
各
種
入

札
制
度
の
有
効
な
活
用
を

図
っ
て
ま
す
。
公
契
約
条

例
制
定
に
つ
い
て
、
江
田

島
市
議
会
も
公
契
約
法
制

定
を
求
め
る
意
見
書
を
採

択
す
る
な
ど
、
国
に
法
制

化
を
求
め
る
動
き
が
あ
る

こ
と
や
、
制
定
済
み
の
自

治
体
が
ま
だ
少
数
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
調
査

研
究
を
行
い
ま
す
。

【
胡
子
】
こ
れ
ま
で
市
に

対
し
て
公
契
約
条
例
制
定

の
陳
情
は
あ
っ
た
か
。

【
総
務
部
長
】
陳
情
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
胡
子
】
公
契
約
条
例
の

背
景
は
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
。
江
田
島
市
に
お
い

て
公
共
施
設
の
改
修
・
耐

震
・
新
築
工
事
等
を
発
注

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

受
注
者
や
下
請
け
企
業
が

適
正
な
賃
金
を
支
払
っ
て

い
る
か
確
認
で
き
る
か
。

【
総
務
部
長
】
労
働
法
規

（
最
低
賃
金
法
）
に
定
め

た
適
正
な
賃
金
を
支
払
っ

て
い
る
か
の
裏
付
資
料
ま

で
は
調
べ
て
い
ま
せ
ん
。

【
胡
子
】
野
田
市
で
は
国

の
公
契
約
に
関
す
る
法
が

な
い
な
か
条
例
で
支
払
賃

金
に
つ
い
て
報
告
を
求
め

る
の
は
大
き
い
。
自
治
体

の
使
命
は
地
方
自
治
法
に

あ
る
「
住
民
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
」
で
あ
り
、
人

間
ら
し
い
労
働
や
生
活
を

保
障
す
る
こ
と
も
自
治
体

の
仕
事
と
み
れ
ば
条
例
整

備
も
必
要
。
総
務
常
任
委

員
会
も
調
査
研
究
す
る
予

定
で
あ
り
、
市
と
し
て
も

審
議
会
設
置
等
の
取
組
を

お
願
い
し
ま
す
。

(3)

人
工
芝
グ
ラ

ン
ド
等
の
検
討

状
況
に
つ
い
て

【
胡
子
】
昨
年
6
月
定
例

会
で
江
田
島
市
総
合
運

動
公
園
（
左
写
真
、
大

柿
町
飛
渡
瀬
）
グ
ラ
ン
ド

芝
生
化
等
の
提
言
に
対
し

早
急
に
検
討
す
る
と
あ
っ

た
。
ま
た
、
子
育
て
世
代

が
遊
べ
る
空
間
の
整
備
に

つ
い
て
も
平
成
26
・
27
年

度
の
公
園
等
の
見
直
し
に

係
る
調
査
お
よ
び
検
討
業

務
に
よ
っ
て
ど
う
で
あ
っ

た
か
。

【
教
育
長
】
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
策
定
の
前
提

で
「
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、

「
既
存
の
グ
ラ
ン
ド
を
改

修
し
て
人
工
芝
を
整
備
す

る
」
こ
と
に
つ
い
て
の
回

答
は
、
「
わ
か
ら
な
い
」

が
4
割
、
「
整
備
し
て
欲

し
い
」
が
1
割
、
「
整
備

す
る
必
要
は
な
い
」
が
3

割
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
、
人
工
芝
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
審
議
会
に
お
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
世
代
が
遊
べ
る

空
間
の
整
備
」
に
つ
い
て

は
、
「
公
園
等
に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
運

動
公
園
へ
の
遊
具
整
備
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
27
年
度
に
作

成
し
た
公
園
等

の
管
理
・
活
用

計
画
の
素
案
で

は
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
機
能
の

充
実
を
図
る
こ

と
を
重
点
的
取

り
組
み
の
一
つ

と
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早

期
に
、
公
園
等

の
管
理
・
活
用

計
画
を
取
り
ま

と
め
、
計
画
的

な
整
備
に
努
め

ま
す
。

【
胡
子
】
人
工

芝
に
つ
い
て
の

設
問
内
容
は
ど

う
だ
っ
た
か
。

【
教
育
次
長
】

人
工
芝
グ
ラ
ン

ド
1
箇
所
で
整

備
費
約
1
億
5

千
万
円
の
事
業

費
が
必
要
。
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
等

の
利
用
が
見
込

ま
れ
、
交
流
に

よ
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
水
準
の
向
上

が
期
待
で
き
る
と
い
う
説

明
を
入
れ
て
い
ま
す
。

【
胡
子
】
子
ど
も
達
が
安

心
し
て
遊
べ
る
空
間
、
大

雨
が
降
っ
て
も
す
ぐ
使
え

る
と
い
う
こ
と
を
入
れ
た

ら
結
果
は
違
っ
た
と
思
う
。

一
方
、
昨
年
6
月
に
財

源
と
し
て
合
併
特
例
債
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
補

助
金
制
度
の
活
用
を
話

し
た
が
調
査
研
究
し
た
か
。

【
教
育
次
長
】
具
体
的
に

検
討
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
1
割

（
人
工
芝
整
備
を
し
て
ほ

し
い
）
で
あ
っ
た
の
で
教

育
委
員
会
と
し
て
優
先
順

位
は
下
が
っ
た
。

し
か
し
、
市
民
の
声
、

交
流
人
口
を
増
や
す
手
段

と
し
て
継
続
検
討
し
ま
す
。

【
胡
子
】
物
事
を
進
め
て

い
く
に
は
タ
イ
ミ
ン
グ
。

財
源
と
し
て
活
用
で
き
る

合
併
特
例
債
の
発
行
可
能

期
限
も
平
成
31
年
度
と
残

り
わ
ず
か
な
時
間
で
あ
り
、

交
流
人
口
増
加
の
ツ
ー
ル

と
し
て
、
そ
し
て
子
育
て

世
代
か
ら
高
齢
者
の
方
々

ま
で
幅
広
く
利
用
で
き
る

「
（
縁
を
結
ぶ
）
場
」

と
し
て
総
合
運
動
公
園
の

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
人
工
芝

化
お
よ
び

子
ど
も
広
場

（
右
写
真
）
再
構
築
の
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

【教育】
○子ども議会 （市内小中学生対象）
H21年3月定例会で提言 ⇒ H22・H23年2月に実施

H27年12月定例会で子ども議会の再開と少年議会を提案

○大柿高校への支援拡充
H27年6月定例会で提案（公営塾など）

⇒ H28年6月から公営塾「おおがき暁塾」スタート

【行財政改革】
○一般職の任期付職員の採用等に関する条例（H23年9月定例会で条例化）

【議会改革・情報公開】
○議会基本条例（H26年4月1日施行）

副議長及び議会改革特別委員長として議会

基本条例に取り組む ⇒ 実現

○議会報告会
H25年 5月 議会改革特別委員会報告会

H26年11月 第1回報告会開催

H27年 7月 第2回報告会開催

H28年 7月 第3回報告会開催（予定）

【交通網の充実】
○深江バス路線の延長（H21年4月1日から「深江～須野本」新設）

○市営船の公設民営化（H27年10月から指定管理者制度（瀬戸内シーライン）導入）

H18年12月定例会から民間委託を提言し、約8年9ヶ月後に実現

指定管理者選定委員会の外部委員任命及び結果公表を提言 ⇒ 実現

【市民生活・まちづくり】
○地域おこし協力隊（H26年12月定例会で提言）⇒ 実現（H28年度、4名着任）

○まちづくり出前講座
H21年12月定例会で提案（消防の出前講座はあった）⇒ H24年4月からスタート

○「資源ごみ（空き缶など）」持ち去り禁止 （H25年9月で条例改正提言、12月実現）

家庭から排出された【ごみステーション】の資源ごみは、「所有権は市に帰属」し、民間事業
者が無断で持ち帰ることを禁止。

○広島クラブ 運営委員
広島県市町議会議員及び県議の政策研究会

○広域連携ｸﾞﾛｰｶﾙﾘﾝｸ広島西・山口東
広島広域都市圏発展ビジョンの勉強会

○くれ創生塾 理事 （若手経営者との勉強会）
○NPO法人ひろしま創発塾 理事

行政マン・民間人・議員が地方自治を学ぶ

←【模擬議会inえたじま】（左写真)
(平成24年2月開催）

○全国若手市議会議員の会 など

これまでの提言で実現した主なこと

他地域との連携 ～ ネットワークづくり


